
2020.9
イギリス

VOC

2020.5
南アフリカ

VOC

2020.11
ブラジル

VOC

202１.11
南アフリカ
VOC

2020.10
インド

VOC

2020.５
アメリカ

VUM

2020.11
アメリカ

VUM

2020.10
インド

VUM

2020.1２
ペルー

VUI

2021.1
コロンビア

VUI

2020.12
複数国

VUM

2020.11
イギリス

2021.2
フィリピン

（背景が白の文字は未指定）
赤色になるほど
警戒度が高い
赤色になるほど
警戒度が高い

懸念される変異株（VOC)
注目すべき変異株（VOI)
元 VOI 変異株    （VUM)
VUMでもない変異株

電子顕微鏡で見た新型コロナウイルス
アメリカ国立アレルギー・感染症研究所提供
電子顕微鏡で見た新型コロナウイルス
アメリカ国立アレルギー・感染症研究所提供
電子顕微鏡で見た新型コロナウイルス
アメリカ国立アレルギー・感染症研究所提供

最新の
変異株

オミクロン

発
見
年
月
と
場
所

使用されず？

新型コロナウイルス関連情報 令和３年12月15日：配信
（第11話　「オミクロン株」未知数なれど震える世界　危機再来を懸念）

　新型コロナウイルスの新しい変異株である「オミクロン株」は2021年 11月 11日
にボツワナで採取された検体から初めて検出されました。この地域はこれまではデルタ
株が広がっていた地域であり、デルタ株から置き換わって広がっていることから、オミ
クロン株はデルタ株よりも感染力が強い可能性が指摘されています。オミクロン株はすで
にアフリカ以外でも見つかっています。オミクロン株についてはまだ十分に分かっていな
いことが多いのが現状です。しかし、デルタ株からオミクロン株に置き換わっている地域
があることは大きな懸念であり、水際対策を強化し日本国内への侵入をできる限り阻止・
遅延させる必要があります。オミクロン株は、30を超える変異を持ち、これまでの約2
年間の新型コロナウイルスの流行の中で、最も分岐した変異株です。このため、ワクチン
の効果を低下させ、再感染のリスクを高める可能性が懸念されています。オミクロン株が
出現したとしても、私たちにできる感染対策は変わりません。手洗いや3つの密を避ける、
マスクを着用するなどの感染対策をこれまで通りしっかりと続けることが重要です。
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